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プローブ情報利活用システムの構築 

佐治秀剛・田中良寛・鹿野島秀行・牧野浩志 
 

1．はじめに 1 

 2009年秋より、民間各社からITSスポット対応

カーナビの市場投入が始まり、 ITSスポット

（カーナビ・ETCを進化させオールインワンで多

様なサービスを実現できるよう一体化させた

「 ITSスポット対応カーナビ」との間で、高速・

大容量通信を行う道路に設置された通信アンテ

ナ）による道路交通情報提供や安全運転支援情報

提供サービスなど（ITSスポットサービス）が高

速道路を中心に約1,600か所で2011年から開始さ

れている。 
ITSスポットに用いられている通信技術は、双

方向の高速・大容量通信が可能であり、これまで

のように道路側から道路交通情報等を提供（ダウ

ンリンク）するだけでなく、車両側から道路側に

走行履歴情報等のプローブ情報を送信（アップリ

ンク）することが可能である。このITSスポット

から収集されたプローブ情報を道路プローブ情報

と称する。 
ITSスポットでは、無線通信技術を用いて道路

プローブ情報を収集するため、ITSスポット対応

カーナビが普及すれば大量のデータを低コストで

収集することが可能となる。これにより、区間単

位旅行速度や広範囲な道路管理に関わる情報など

が高頻度に収集されるため、高精度な道路交通情

報の把握・提供や、低コストに道路管理業務の効

率化・高度化を実現することが可能となる。 
本稿では、道路プローブ情報及び道路プローブ

情報を収集するシステム（以下、「道路プローブ

情報収集システム」という。）の概要を説明し、

道路プローブ情報を道路管理者が活用するために

開発したプローブ情報利活用システムのシステム

上の位置づけ、開発機能の内容、今後の展開につ

いて考察する。 

──────────────────────── 
Construction of Probe Data Utilization System 

2．プローブ情報の既往研究 

 国土技術政策総合研究所ITS研究室は、2005年
から5.8GHz DSRCの持つ双方向通信という機能

に着目し、車両の走行履歴情報等を道路側に送信

する機能の実現に関して研究を開始した1)。 
 その後、2008年には、首都高速道路上に設置

されたITSスポットからデータを収集し、集計・

保管するサーバ装置を用いて道路プローブ情報の

収集実験を行い、ITSスポットにより道路プロー

ブ情報が取得できることを確認している 2)。また、

道路プローブ情報に含まれる挙動履歴（前後加速

度・左右加速度・ヨー角速度等の情報）と事故多

発地点情報との比較 2),3)や、走行履歴データ（一

定距離走行する毎の時刻・緯度経度）をもとにし

たCO2排出量の算出 3)において、道路プローブ情

報活用の可能性、有用性を示してきた。 

3．道路プローブ情報及び道路プローブ情報

収集システムの概要 

3.1 道路プローブ情報の概要 
 道路プローブ情報は、表‐1に示す通り基本情

報、走行履歴、挙動履歴からなる。なお、カーナ

ビユーザーはITSスポット対応カーナビの設定に

より、基本情報の一部、走行履歴、挙動履歴につ

いて、道路管理者への提供の可否を選択すること

ができるようになっている。基本情報の中でも、

車両に関する情報は、ITSスポット対応カーナビ

のセットアップの際に、利用者から提供いただく

車両情報の一部であるが、車台番号や自動車登録

番号又は車両番号の4桁の一連番号は含まれない

ため、車両又は個人を特定することはできない。 
走行履歴については、走行開始地点や走行終了地

点など個人情報に関わる情報は収集されない。 
3.2 道路プローブ情報収集システムの概要 
 道路プローブ情報収集システムは、図-1に示す

とおり、自動車に搭載された「ITSスポット対応

カーナビ」、道路に設置した「ITSスポット」、道

路プローブ情報の収集・集計・保管等を行う「プ
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ローブサーバ」からなる。  
 「ITSスポット対応カーナビ」は道路プローブ

情報を収集するために、カーナビゲーションシス

テムに従来から搭載されているGPS受信機、加

速度センサ、ジャイロセンサ等を活用して道路プ

ローブ情報を収集する。 
 ITSスポット対応カーナビに蓄積された道路プ

ローブ情報は、自動車がITSスポットの通信領域

（ ITSスポットの直下20m程度の範囲）を通過し

た際に、ITSスポットにアップリンクされる。こ

の際、ITSスポット対応カーナビの最大蓄積量を

超えない限り、前回のアップリンク以降に蓄積さ

れた道路プローブ情報が全てアップリンクされる。  
高速道路のように直線的な走行では概ね80km程

度の蓄積が可能であるが、一般道でのカーブや右

左折が多い場合は単位区間あたりの蓄積データが

多くなるため蓄積距離は短くなる。 
 ITSスポットにアップリンクされた道路プロー

ブ情報は、ネットワーク上でファイル転送され、

プローブサーバに蓄積される。プローブサーバで

は、道路プローブ情報の収集・保管のほか、旅行

速度等の集計を行う。集計はデジタル地図の基本

道路（全国約39万km）のリンク（DRMリンク）

単位と、道路交通情勢調査等で用いられる交通調

査基本区間単位（都道府県道以上の道路等の幹線

道路や市町村境界等で分割される）で行っている。  

4．プローブ情報利活用システム 

4.1 プローブ情報利活用システムの位置づけ 
 プローブ情報利活用システムは、「プローブ

サーバ」からDRMリンク単位に集計された旅行

速度データや挙動履歴データをオンラインで収集 
し、アプリケーションで集計・加工し閲覧できる

ようにしている。 
道路管理者はプローブ情報利活用システムのポー

タルサイトにアクセスし、イントラを通じてアプ

リケーションを操作し、必要な集計結果を閲覧、

利用することができる。 
4.2 プローブ情報利活用システムの開発 

現在実施されている道路管理者の業務プロセス

を分析した結果、道路プローブ情報の活用が考え

られる業務として、旅行速度調査、渋滞長調査、

経路把握、路上工事による影響把握、ヒヤリハッ 

表-1 道路プローブ情報の概要  

データ項目 取得情報 取得タイミング

基本情報
　ITSスポット対応カーナビに関する情報
　カーナビゲーションに関する情報
　車両に関する情報

走行履歴 　時刻、緯度経度、道路種別　等
　走行距離200m（もしくは100m）ごと
　旋回角度45度（もしくは22.5度）ごと

挙動履歴
　時刻、緯度経度、方位、道路種別、
　前後加速度、左右加速度、ヨー角速度　等

　前後加速度 -0.25G以上、左右加速度±0.25G以上、
　ヨー角速度±8.5deg/sec

 
表-2 プローブ情報利活用システムの機能  

機能 概要 運用開始年度

時空間速度図作成機能
指定した路線の区間別（DRMリンク），時間帯別の平均旅行速度の集計結
果を，帳票形式に出力するとともに，模式図に表示する機能

2013

所要時間帳票作成機能
最短経路もしくは指定した経路の区間別（DRMリンク），時間帯別の平均所
要時間の集計結果を，帳票形式に出力する機能

2013

急加速度発生箇所マップ作成機能 指定地域の急減速度（前後加速度）の発生箇所を地図上に表示する機能 2013

旅行速度地図表示機能
指定したエリアの区間別（DRMリンク），時間帯別平均旅行速度を，地図表
示する機能

2014

災害時のリアルタイム処理機能
震度５弱以上（震度はパラメータ変更可）の地震を観測した都道府県の区間
別（DRMリンク）平均旅行速度をリアルタイムに自動集計する機能

2014
 

プローブ情報
【基本情報】
【走行履歴】
【挙動履歴】

をアップリンク

ITSスポット対応
カーナビ

(2009.10から販売開始)

ITSスポットの下を走行した際に、

これまで蓄積したプローブ情報を
アップリンク

イントラ 各道路管理者

ダウンロード

ITSスポット
(2011年度高速道路上を中
心に約1,600箇所整備完了)

プローブサーバ
（プローブ情報の集積、集約、

集計等（2010年度整備））  
図-1 道路プローブ情報収集システムの構成(略図) 
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ト箇所の特定などが抽出された。このなかから必

要なデータサンプル数、集計区間、データ取得期

間などを考慮し、現在のデータ収集状況や道路管

理者のニーズを踏まえて、優先的に開発する機能

を選定した4)。 
現時点において、プローブ情報利活用システム

では、表 -2に示すとおり、次の5つの機能を具備

している。 
（1）時空間速度図作成機能  

時空間速度図作成機能の出力例を図-2に示す。 
この機能は、指定した路線の区間別（DRMリン

ク）・時間帯別に平均旅行速度の集計結果を帳票

形式に出力するとともに、模式図（時空間速度

図）を作成する機能である。事業効果評価（事業

実施前後の旅行速度の比較）などでの活用が考え

られる。 
（2）所要時間帳票作成機能  

所要時間帳票作成機能の出力例を図 -3に示す。

この機能は、任意の起終点を指定し、最短経路も

しくは経由地を指定することにより指定した経路

の区間別（DRMリンク）・時間帯別の平均所要時

間の集計結果を帳票形式で出力する機能である。

事業効果評価（事業実施前後の旅行速度の比較）

などでの活用が考えられる。 
なお、道路プローブ情報が少ない場合、指定区

間の合計所要時間の算出にあたっては、道路プ

ローブ情報の欠測区間の補完処理として、平成

22年度道路交通センサスの混雑時・非混雑時の

平均旅行速度の値を時間帯別に適用している。 
（3）急加速度発生箇所マップ作成機能 
 急加速度発生箇所マップの表示例を図-4に示す。

この機能は、指定地域において、発生挙動履歴の

うち急減速度（前後加速度）を、発生箇所と進行

方向、大きさ（ランク分けした色分け）で示すも

のである。交通安全対策箇所（急減速多発箇所）

の抽出、交通安全対策効果（対策前後の急減速度

回数比較）の把握などでの活用が考えられる。 
（4）旅行速度地図表示機能  
 旅行速度地図表示機能の表示例を図-5に示す。

この機能は、任意の日時、期間、地域（都道府県

単位等）の区間別（DRMリンク）旅行速度を、1
時間単位、昼夜別、平休日別、月別等で集計して

速度階級別に地理院地図に表示することで、旅行

速度を面的に捉えられる機能である。 

001064→003229 003229→000985 000985→002384 002384→003388 003388→002385 002385→001867

496 23 4,322 375 576 130

0時台 87.118 80.748 88.314 88.44 85.477 81.686

1時台 86.986 85.427 87.491 86.998 82.969 54.811

2時台 85.058 79.543 84.62 83.377 82.733 77.466

3時台 91.867 92.234 90.036 87.584 85.894 82.335

4時台 80.193 73.891 90.779 98.659 96.144 95.43

5時台 92.73 84.089 85.132 94.846 92.093 87.143

6時台 89.419 92.084 101.677 104.426 102.097 94.372

7時台 94.817 93.975 96.758 82.013 83.838 68.303

8時台 96.983 84.947 79.895 39.497 38.705 55.767

9時台 76.744 77.996 50.767 43.028 19.291 18.091

10時台 55.575 47.789 37.879 13.676 19.034 40.744

11時台 31.95 25.771 27.153 20.154 27.397 30.585

12時台 51.97 36.484 32.069 35.085 35.413 36.147

13時台 42.396 35.844 44.996 66.149 73.721 59.114

14時台 42.644 30.548 45.4 39.967 38.924 57.793

15時台 62.742 57.627 43.687 28.021 34.6 31.07

16時台 62.043 53.395 63.599 70.837 50.993 49.77

17時台 83.668 75.557 92.636 98.461 89.237 58.561

18時台 85.321 80.046 89.983 102.228 98.454 83.79

19時台 81.193 70.169 88.594 63.543 90.577 79.714

20時台 83.294 89.766 91.731 98.067 94.219 86.167

21時台 75.97 75.578 84.895 98.992 95.552 88.65

22時台 89.001 75.273 90.609 90.265 87.854 83.937

23時台 86.914 78.243 86.992 85.554 35.007 15.04

東名川崎ＩＣ 横浜青葉ＩＣ 港北ＰＡ

【凡例】

  データなし   データなし   データなし

　10km/h以上、20km/h未満 　20km/h以上、40km/h未満 　40km/h以上、60km/h未満

　10km/h未満 　20km/h未満 　40km/h未満

　30km/h以上 　60km/h以上 　80km/h以上

　20km/h以上、30km/h未満 　40km/h以上、60km/h未満 　60km/h以上、80km/h未満

ＤＲＭ区間

区間延長(m)

時
間
帯

一般道 都市内高速 都市間高速

路線 第一東名高速道路

交通調査基本区間番号 14110100030 14110100040 14110100050

 
図-2 時空間速度図（出力例）  

 

区間 

時刻 

 赤：渋滞 
黄：混雑 

区間延長

(km） 0時台 ・・・・ 9時台 10時台11時台 ・・・・ 23時台

001064 0.5 0.4 0.3 0.4 0.5 0.9 0.3

58 69 87 77 56 32 87

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

49 61 80 78 48 26 78

5.2 4.1 2.9 5.1 6.8 9.6 3.0

50 64 88 51 38 27 87

0.6 0.4 0.3 0.5 1.6 1.1 0.3

37 52 88 43 14 20 86

0.9 0.7 0.4 1.8 1.8 1.3 1.0

38 51 85 19 19 27 35

0.2 0.2 0.1 0.4 0.2 0.3 0.5

001867 42 49 82 18 41 31 15

5.922 7.5 5.8 4.0 8.3 11.1 13.2 5.1

48 61 88 43 32 27 70

所要時間補完区間

起終区間

002384

0.375

003388

141101
00050

0.576

002385

0.13

24時間平均
所要時間（分）
／旅行速度
（km/h)

上段：所要時間(分)/下段：旅行速度（km/h）

第一東名
高速道路

141101
00030

0.496

003229

0.023

000985

141101
00040

4.322

路線
交通調査
基本区間

DRM区間
昼間12時間平均
所要時間（分）／
旅行速度（km/h)

区間延長

(km） 0時台 ・・・・ 9時台 10時台11時台 ・・・・ 23時台

001064 0.5 0.4 0.3 0.4 0.5 0.9 0.3

58 69 87 77 56 32 87

0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.0

49 61 80 78 48 26 78

5.2 4.1 2.9 5.1 6.8 9.6 3.0

50 64 88 51 38 27 87

0.6 0.4 0.3 0.5 1.6 1.1 0.3

37 52 88 43 14 20 86

0.9 0.7 0.4 1.8 1.8 1.3 1.0

38 51 85 19 19 27 35

0.2 0.2 0.1 0.4 0.2 0.3 0.5

001867 42 49 82 18 41 31 15

5.922 7.5 5.8 4.0 8.3 11.1 13.2 5.1

48 61 88 43 32 27 70

所要時間補完区間

起終区間

002384

0.375

003388

141101
00050

0.576

002385

0.13

24時間平均
所要時間（分）
／旅行速度
（km/h)

上段：所要時間(分)/下段：旅行速度（km/h）

第一東名
高速道路

141101
00030

0.496

003229

0.023

000985

141101
00040

4.322

路線
交通調査
基本区間

DRM区間
昼間12時間平均
所要時間（分）／
旅行速度（km/h)

 時刻 

区間 

 時刻 

区間 

 
図-3 所要時間帳票（出力例）  

 
図-4 急加速度発生箇所マップ（表示例）  
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（5）災害時のリアルタイム処理機能 
 災害時のリアルタイム処理機能の表示例を図-6
に示す。この機能は、地震発生時に震度5弱以上

の地震を観測した都道府県の区間別（DRMリン

ク）の平均旅行速度を3時間以内に提供するため、

対象となる道路プローブ情報については、優先的

に自動集計させる機能である。  

5．まとめ 

 ITSスポット対応カーナビ2013年度は約20万台

が販売され、現在累計で約30万台となっている。

道路プローブ情報のデータ数も順調に増加してお

り、今後さらに増加することが期待される。 
道路プローブ情報は、ITSスポットから提供さ

れるVICS情報の精緻化として、有効に活用する

必要がある。新東名では情報更新間隔を5分から

1分に短縮や、渋滞末尾の把握に有効に使ってい

くことが望まれる。また直接ユーザにメリットを

還元するだけでなく、道路管理者が道路管理の高

度化に活用し、渋滞の無い安全な道路空間を提供

することでユーザに還元することも大切である。 
プローブ情報利活用システムは、2013年に道

路管理者のイントラから接続可能なWebシステム

として3つの機能（時空間速度図作成、所要時間

帳票作成、急加速度発生箇所マップ作成）を持ち、

運用が開始された。また2014年には、道路管理

者からの意見などを踏まえ、さらに2つの機能

（旅行速度地図表示、災害時のリアルタイム処

理）を追加した。 
今後も道路管理者とともに道路プローブ情報活

用方法の検討を実施し、プローブ情報利活用シス

テムの機能追加や改良の検討をすすめ、道路空間

をさらに安全に快適に改善していくことで、道路

利用者や地域など社会へ還元することとしている。  

参考文献 
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Symposium 2005, 6p，CD-ROM, 2005  

2） Hatakenaka,H. et al ： Study of the Practical 
Application of an Advanced Cruise-Assist 
Highway System Utilizing Probe Data, Proc. of 
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3） Hatakenaka,H. et al：A Practical Approach to 
Realize Next Generation Road Services Using 
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図-5 旅行速度地図表示機能（表示例）  

 

図-6 災害時のリアルタイム処理機能（表示例）  


